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■ 要  旨 ■ 

散布するのみで通常の打継処理（凝結遅延剤＋高圧水）と同等の性能を確保できるとされる打継処理剤につい

て、各種実験からその適切な散布時期を把握するとともに、施工現場で容易に適用可能と考えられる散布時期の

管理手法について検討を行った。その結果、ブリーディング最大後拭き取り時点またはブリーディング水が引き込

まれる時点を散布時期として厳守することで、通常の打継処理とほぼ同等の引張抵抗性や安定した処理品質を確

保できる可能性を示した。またコールドジョイントの簡易判定法として用いられる N 式貫入試験を現場管理手法とし

て適用することで、最適な散布時期を定量的に把握できる可能性を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 試験体の形状寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

          図－2 透気係数の比較             図－3 N 式貫入試験 貫入量の比較 
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